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墓泥棒と失われた女神

監督・脚本：アリーチェ・ロルヴァケル
「夏をゆく人々」「幸せなラザロ」他
出演：ジョシュ・オコナー（アーサー）イザベラ・ロッセリ
ーニ（フローラ）アルバ・ロルヴァケル（スパルタコ）

1980年代、舞台はイタリア・トスカーナ地方の田舎町。考
古学愛好家のイギリス人アーサー（ジョシュ・オコナー）に
は、なぜか古代エトルリア人の墓を発見する特殊能力があっ
た。仲間たちと墓を暴いて埋葬品を売りさばく毎日。しかし
アーサーが真に探しているのは、もっと大切なもの。それ
は、行方知れずの恋人ベニアミーナだ。ベニアミーナの母フ
ローラ（イザベラ・ロッセリーニ）も、アーサーが娘を見つ
け出してくれることを待ち望んでいる。
そんなある日、希少価値のある美しい女神像を発見したこと
で、闇のアート市場を巻き込む大騒動が発生し･･･
空想と現実を飛翔する幻想譚。トスカーナの迷宮で、ギリシ
ャ神話を彷彿とさせる、切ない恋物語に酔いしれましょう。　　　　　

第13回鑑賞作品

古 代 エ ト ル リ ア 人 の 墓 を
暴 き 荒 稼 ぎ す る 一 団

リ ー ダ ー の ア ー サ ー に は
他 に 探 す も の が あ っ た



About  Them

「 墓 泥 棒 と 失 わ れ た 女 神 」 の 監 督 、 ア リ ー チ ェ ・ ロ ル
ヴ ァ ケ ル は 、 イ タ リ ア 人 の 母 と ド イ ツ 人 の 父 の 間 に 、
1 9 8 0 年 ト ス カ ー ナ 州 に 生 ま れ る 。 ト リ ノ 大 学 で 哲 学
と 文 学 を 専 攻 し た 後 、 脚 本 の 専 門 ス ク ー ル で 学 ん だ 。
2 0 1 1 年 に は 「 天 空 の か ら だ 」 で 長 編 映 画 の 監 督 デ ビ
ュ ー を 果 た し 、 2 0 1 4 年 に は 「 夏 を ゆ く 人 々 」 で 、 カ
ン ヌ 国 際 映 画 祭 の グ ラ ン プ リ を 受 賞 。 2 0 1 8 年 の 「 幸
福 な ラ ザ ロ 」 で は 同 脚 本 賞 を 獲 得 し 、 世 界 の 映 画 人 の
賞 賛 を 受 け る 。 英 国 若 手 俳 優 を 代 表 す る 一 人 ジ ョ シ
ュ ・ オ コ ナ ー は 「 幸 福 な ラ ザ ロ 」 に 感 銘 を 受 け 、 出 演
を 熱 望 す る 手 紙 を 自 ら 監 督 に 送 り 、 今 回 の 主 役 を 射 止
め ま し た 。
第 5 回 観 賞 作 品 「 3 つ の 鍵 」 で 、 夫 の 出 張 中 に 一 人 で 出
産 す る 二 階 の 住 人 を 演 じ た ア ル バ ・ ロ ル ヴ ァ ケ ル は 、
監 督 と 2 つ 違 い の 実 姉 。 イ タ リ ア 映 画 に 脈 々 と 流 れ る
フ ェ リ ー ニ 、 ビ ス コ ン テ ィ の 遺 伝 子 を 現 代 に 受 け 継 ぐ
と 評 さ れ る 、 才 能 豊 か な 二 姉 妹 に 注 目 ！ ！ で す 。

About  Something
 「 関 心 領 域 」 を 観 ま し た 。 本 年 度 の ア カ デ ミ ー 賞 で 、 国 際 長 編 映 画 賞 、 音 響 賞 を 受 賞 し た ア メ リ カ ・ イ
ギ リ ス ・ ポ ー ラ ン ド の 合 作 映 画 で す 。
1 0 余 年 前 、 私 は 高 い 絞 首 台 を 見 上 げ 立 ち す く ん で い ま し た 。 そ れ は ア ウ シ ュ ビ ッ ツ 強 制 収 容 所 の 一 角 。 ド
イ ツ 敗 戦 後 に 、 所 長 の ル ド ル フ ・ ヘ ス （ ナ チ 党 副 総 統 と は 別 人 ） が 処 刑 さ れ た と こ ろ で す 。 し か し 私 を 呆
然 と さ せ た の は 、 処 刑 の 史 実 で は な く 、 こ の 壁 の 向 こ う で ヘ ス が 家 族 と 住 ん で い た と い う ガ イ ド の 説 明 で
し た 。 大 量 虐 殺 が 日 常 業 務 と し て 繰 り 返 さ れ る 隣 で 、 子 ど も た ち は 無 邪 気 に 学 校 に 通 っ て い た の か ？ 妻 は
ど ん な 気 持 ち で 夫 を 職 場 に 送 り 出 し た の か ？ こ の 映 画 は 、 ま さ に こ の と き の 疑 問 に 答 え る も の で し た 。
監 督 は 「 ア ン ダ ー ・ ザ ・ ス キ ン 種 の 捕 食 」 の ジ ョ ナ サ ン ・ グ レ イ ザ ー 、 原 作 は マ ー チ ン ・ エ イ ム ス の
「 T H E  Z O N E  O F  I N T E R E S T ( 関 心 領 域 ) 」 。 こ の 言 葉 は 、 収 容 所 一 帯 を 示 す ナ チ の 隠 語 だ っ た そ う で す 。
映 画 の 冒 頭 は ヘ ス 一 家 の ピ ク ニ ッ ク 風 景 。 続 い て 友 人 た ち と の ガ ー デ ン パ ー テ ィ 、 プ ー ル で 戯 れ る 子 ど も
た ち と … と 、 豊 か で 平 和 で 、 幸 せ そ の も の の 家 族 の シ ー ン が 続 き ま す 。 し か し 、 高 い 塀 の 向 こ う に は 収 容
所 の 監 視 塔 や 煙 突 が そ び え 、 ピ ス ト ル の 音 や 叫 び 声 、 焼 却 炉 を 連 想 さ せ る 鈍 い 音 が 絶 え 間 な く 響 き ま す 。
そ ん な 中 で 、 夫 は 情 熱 的 に 焼 却 炉 の 効 率 化 に 励 み 、 妻 は 隣 か ら 運 ば れ て く る ミ ン ク や ダ イ ヤ を 友 人 に 自 慢
し た り し ま す 。 夫 に 転 勤 話 が 出 た と き に は 、 妻 は 同 行 を 拒 否 し 「 こ こ に は 望 む も の 全 て が あ り 、 健 康 で 、
幸 せ な 夢 に 見 た 暮 ら し が あ る 。 こ れ こ そ 総 統 が 示 す 生 き 方 だ 」 と 言 い 放 ち ま す 。
『 愛 の 反 対 は 憎 し み で は な く 無 関 心 』 と い う マ ザ ー ・ テ レ サ の 言 葉 を 思 い 出 し ま し た 。 そ う で す 。 彼 ら の
関 心 は 、 自 分 た ち の 生 活 ゾ ー ン の み 。 無 関 心 な 隣 地 で の 出 来 事 に 、 心 を 煩 わ せ る こ と は な い の で す 。
平 日 の 昼 間 な の に 、 映 画 館 は 7 割 近 い 入 り 。 不 思 議 な こ と に 、 エ ン ド ロ ー ル 中 に 席 を 立 つ 人 は 一 人 も い ま
せ ん で し た 。 ど ん な 名 画 の 後 で も 、 私 は こ ん な こ と は 一 度 も 経 験 し た こ と が あ り ま せ ん 。
重 い 音 響 を 背 景 に 流 れ る エ ン ド ロ ー ル が 、 現 代 人 に 押 し 寄 せ る 情 報 の 渦 を 連 想 さ せ た の か ？ 私 は そ の ス ト
レ ス か ら 逃 れ る た め に 、 自 身 の ” 関 心 領 域 ” を 狭 め て し ま っ て い る の で は な い か と 、 自 ら に 問 い か け て い ま
し た 。 2 0 世 紀 最 大 の 狂 気 の 隣 地 に 実 在 し た 、 或 一 家 の 幸 せ な 日 常 を 淡 々 と 傍 観 す る こ の 映 画 に は 、 観 客 一
人 一 人 に 自 ら の 内 面 を 凝 視 さ せ る 、 不 思 議 な 力 が 潜 ん で い る の か も 知 れ ま せ ん 。
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